
施設長ご挨拶 Hospitalityとは｢心からのおもてなし｣

あけましておめでとうございます。当施設が田無の向台町にオープンしてほぼ2年半経ちまし
た。平成26年の総務省の統計によると75歳以上の後期高齢者は総人口の12.5％、85歳以上は
3.8％に達し、我が国は世界に類を見ない速度で高齢社会を迎えています。平成20年に始まっ
た高齢者医療制度もすでに6年経ちました。最近は自宅より病院や施設で終末を迎える比率が
増加しておりその比率は7対3です。当施設のような介護保健施設は心身の病気や障害により、
急性期病院や回復期リハビリ病院で治療を受けた人が、自宅で自力生活ができるような状態に
回復することを目的として設立されました。したがって心身のリハビリによる機能訓練、食事
や入浴介助は当然ですが、急性心不全や急性呼吸不全の発症時や転倒事故発生時はすぐに連携
病院に搬送して治療し元の状態に復帰できるようにサポートすることが当施設の設立理念の骨
幹です。そのためには看護職、リハビリ職、介護職、栄養職、病診連携職員などすべての職員
が正しい介護知識を持ってそれぞれの職務に励むことです。現在当施設入居者の平均年齢は約
88歳、男性1に対して女性は2.53の割合です。老化現象は50歳代から始まります。75歳以上に
なると脂肪の沈着が減少しはじめ慢性疾患を有しながら後期高齢期を迎える人が大半です。80
歳代になると蛋白質の喪失が著しくなります。肝臓の重量は約30％、腎臓の重量は約50％減少
するので薬剤の量を少なめに調節します。また高齢者の血管壁は動脈硬化性変化を起こしてい
るので血管の弾力性が低下し、少しの運動で息切れを起こしやすくなります。介護ケアするに
はこのような高齢者特有の臨床生理を考慮しながら励むことが肝要です。我々は勉強会やその
他のミーティングを通じてこれらの知識を吸収しています。当施設を利用される入所者の平均
年齢は介護勤務者の両親位であり、豊富な人生経験を有しているのに身体的弱者の人が多いの
で、入所者の権利が守られるように介護ケアに励んでまいります。新年を迎えるにあたり一言
今年の抱負を述べさせていただきました。

◇職員紹介◇

介護支援専門員 鍋島 澄代(なべしま すみよ)

昨年9月より勤務しています。介護支援専門員は利用者お一人お一人

が｢その人らしい生活｣をするためには何が問題となっているか？

ニーズは何か？を把握し、ケアプランを作成、サービスを円滑に提

供できるように他職種と連携を図り調整する役割を担っています。

私は、利用者様の思いや考えを引き出すコミュニケーション能力や

小さな変化も逃さない観察力を磨き、その時々のニーズをリアルタ

イムにケアプランに反映し、サービスを提供していきたいと思って

◇職員紹介◇

看護師 安江 由弥華(やすえ ゆみか)

昨年の9月より武蔵野徳洲苑で働かせて頂いています。看護師として
は5年目でまだまだ未熟ですが、温かく見守って下さるスタッフの皆
さんや利用者の方々に支えられて元気に働くことができています。
徳洲苑では季節に応じた様々なイベントがあり、利用者の方々と四
季を感じられることがとても嬉しいです。来年のクリスマス会では
サンタの衣装が着れるようダイエット、頑張らないといけませんね。
まだまだ寒い日が続きます。利用者の方々が体調を崩すことなく過
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さたけ散歩

東京都内にある江戸～現代の史跡や名所を散策。これ

を読めば東京通になれる。毎週月曜日、施設受付・デ

私たち武蔵野徳洲苑は、

地域に根ざした頼りにな

る施設を目指します。誰

もが最善の福祉を受けら

れる社会を目指して。

医療法人沖縄徳洲会 介護老人保健施設武蔵野徳洲苑 広報誌

総看護師長ご挨拶

総看護師長の町田正信です。新潟県出身で市川市在住ですが、平日はずっとこちら
で過ごしています。｢誰でも、いつでも、どこでも安心してかかれる病院｣は、かつて私が勤め
ていた国立病院が掲げていたものですが、先駆的医療と情報発信に特化することとなり、今で
は｢生命だけは平等だ｣を理念とする徳洲会グループが、このことの具現に努力しています。当
老健施設もこの理念に沿い、より一層地域の方々の信頼を高められるよう、職員一同力を合わ
せてまいりたいと考えています。これからもどうぞよろしくお願いいたします。
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介護老人保健施設武蔵野徳

洲苑広報誌のタイトルにある

「円居(まどい)」とは、団欒の

意。利用者様・ご家族様が集

まり、楽しく語り合える施設を

目指して名付けました。

「サルンに集まる時などは円
居が大抵三つ位に分れて出

さたけ散歩(ミニ) 第2回
■施設周辺のご案内 「田無の宿場跡」

(武蔵野徳洲苑から徒歩20分)

江戸時代、江戸幕府の直轄領であった田無の人々
は、大久保長安(おおくぼながやす)の指示により、水
の豊かな谷戸周辺から水に恵まれていない青梅街
道に移り住むことになります。江戸の町作りのた
めの伝馬(てんま：使者や物資を馬で運ぶ交通制度)継ぎと
して、青梅街道に沿って宿場町を形成いったので

◇職員紹介◇

3F介護士 鈴木 亜紀(すずき あき)

平成26年12月より武蔵野徳洲苑3Fへ配属しました。介護の仕事が好

きで介護福祉士として皆さんの日常生活のお手伝いをさせて頂きた

いと思います。私は長年スポーツをやっていて体力には自信があり

ます。その体力を活かして皆さんのお役に立てれば嬉しいです。ま

◇職員紹介◇

理学療法士 金田 真美(かねだ まみ)

平成26年10月から武蔵野徳洲苑に勤務しております。理学療法士とは身
体に障害のある方や障害が予測される方に対して、基本動作能力の回復
や維持・予防を目的にリハビリを行い、自立した生活の支援する医学的
リハビリテーションの専門職です。当苑でもその専門性を活かし、利用
者様一人一人に合ったプログラムの実施をスタッフ全員で話し合い日々
検討しています。来年度で資格をとって10年になります。これからも皆



12月21日(日)に開催されたクリスマス会では30名もの大人数
で来苑されたウインズバストラーレ。今回で2度目の来苑で
す。楽団員の方からは｢発表の場を与えてもらってありがた
い｣と逆に感謝して頂きました。行進曲、津軽海峡冬景色、
ホワイトクリスマスなどの演奏に耳を傾けました。サンバの
曲では手作りのマラカスを配ってもらい、皆でリズムに合わ
せ、演奏家が楽器を高く掲げて振っていると｢ブラジル｣の掛
け声や、しきりに手を振ってこたえている入所者さんがいた
りと、2Fフロアは熱気に包まれました。

敬老会 (9月21日)

音楽療法 (12月10日)

高齢者心不全の特徴

心不全の有病率は欧米の疫学的調査では65歳以上の5～10％を占めると報告されており、我が国にお
いても超高齢化社会の到来とともに増加しています。心不全は冬場に多いのでその特徴を概説しま
す。心不全は下図に示すようにあらゆる心疾患の終末期像であり、さまざまな原因により心臓のポ
ンプ機能が損なわれる状態です。心臓は全身の組織が必要とする血液を送り出すポンプで、ポンプ
機能は収縮能と拡張能によりなります。これらの機能が加齢、弁膜症、動脈硬化や心筋梗塞などに
より障害されると、肺や末梢の組織にむくみが生じて息苦しくなるのが心不全の本態です。大きく
分けて収縮不全と拡張不全に分かれます。前者はすべての年齢の人にみられますが、後者は高齢者
に多くみられます。心不全の原因は虚血性心臓病によることが多く全体の約1/3です。ついで心房細
動などの不整脈、弁膜症や高血圧などです。高齢者は加齢による大動脈弁や僧房弁に石灰化を起こ
すことが多く全身の動脈硬化も加わっているので1回の心拍の間に心臓から送り出される血液量が減
少し心臓の予備力も低下しています。高齢者に多く見られる心不全は拡張機能不全が多く心臓のポ
ンプ機能は安静時には比較的保たれていますが、運動負荷時などにはポンプ機能が低下し、脳組織
を養う血液量が減少し、めまい、不穏、見当識障害などを起こしやすくなります。初期段階では労
作時に呼吸困難などの症状を訴えますが進行するとしばしば夜間呼吸困難を訴え上体を起こすこと
が必要になります。通常、息苦しさの程度で心不全の重症度を判定します。重症度は1～4に分かれ、
じっとしていても苦しくなる場合は重症度4で救急処置が必要です。診断は心臓から分泌されるBNP
という心室性ナトリウムペチドを測定して診断します。正常値は18.4pg/ｌで、この値が40～100pg/
ｌは軽症、100～200pg/ｌの場合は中等度で治療の対象になり、胸部レントゲン、心電図、心エコー
検査などが必要です。治療は内服薬が中心で塩分制限と安静を保つことが基本です。高齢者で注意
しなければならないことは、安静を優先するために下肢の筋肉の委縮を起こすことが多くなること
です。さらに高齢者は感染症、不整脈、認知などを併発していることが多いので第3者による薬の管
理や食事の制限など病気以外の日常生活にも気を配ることです。降圧剤を服用している人で下肢に
浮腫が認められる場合には循環器専門医の診察をお勧めします。

施設長 栗田 明

4Fフロア 模擬喫茶店 (11月28日)

平成26年10月から｢音楽療法｣を担当させ

ていただいております。｢橋本智保子｣｢田

代司｣です。第2水曜の14時から約1時間皆

様と楽しく活動させていただいています。

音楽には不思議な力があります。音楽に

合わせて手先を動かしたり歌を歌うこと

で脳や体が活性化し、音楽で直接心に働

きかけたり、自己表現することで感情が

解放されたり浄化されたりします。音楽

を通して皆様が楽しく幸せになるお手伝

デイケアは、自宅より通いながら自立した暮らしを取り戻し、充

実した家庭生活が送れる様になる事を目的としています。その目

的に向かって、医師、セラピスト、看護師、介護士がチーム一丸

となり、科学的根拠に基づいたリハビリテーションや良質で暖か

なケアを提供しています。ご利用者様の満足を第一に、｢笑顔で

明るく元気に｣をモットーに全職員が皆様との出会いを心からお

待ちして居ります。

昨年、好評を博した
｢模擬喫茶店｣を今年
も開催しました。コー
ヒーやお茶など温か
い飲み物を飲みなが
ら、美味しそうにケー
キを召し上がられてい
ました。

今年の敬老会にはたみちゃん・すずちゃん・
たかちゃん・さっちゃん その他ダンサーの
方々にお越しいただきました。艶やかな衣装
に身を包んだダンサーたちのフラダンスに、
ご利用者様たちもうっとりされていました。

武蔵野徳洲会病院 平成27年6月オープン！

平成27年6月、徳洲会グループの新病院である武蔵野徳洲会病院が、武蔵野徳洲

苑の隣にオープンします。

東京都多摩地区の医療を東京西徳洲会病院と武蔵野徳洲苑で三位一体となり、支

えていきます。

病床数 ： 210床（一般160床・療養50床）

構 造 ： 地下1階/地上6階

診療科目： 内科・外科・循環器内科・整形外科

小児科・泌尿器科・心臓血管外科

形成外科・消化器内科・神経内科

放射線科・リハビリテーション科

お問い合わせは下記の施設準備室へご連絡下さい。

☎0422-30-9860 URL http:www.musashino-hp.jp/たみちゃんありがとう！
堀野 幸一

ご利用者様方に

よって製作された
“ちぎり絵”です。


